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港
新
聞
６
面
川

１
２
１
５
０
６

井

藤

藤

井

港 新 聞 技 術 ・ 文 化平成 年（ 年） 月 日 水曜日 第 号 （ ）技 術 ・ 文 化

川
奈
ル
ミ
さ
ん

周
年
ラ
イ
ブ

全
て
原
語
で
披
露
。
自
身
が
目

標
と
仰
ぐ
故
青
江
三
奈
さ
ん
を

彷ほ
う

彿ふ
つ

さ
せ
る
独
特
の
ハ
ス
キ
ー

ボ
イ
ス
、
ラ
テ
ン
仕
込
み
の
弾は

じ

け
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
感
と
パ
ン

チ
力
、
聴
衆
を
歌
の
世
界
に
引

き
込
む
圧
倒
的
な
表
現
力
、
総

じ
て
非
常
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
歌
唱
が
印
象
的
で
し
た
。

歌
の
合
間
に
は

港
区
で
生

ま
れ
育
ち
、
港
南
中
学
校
で
学

港
区
出
身
の
歌
手
・
川
奈
ル

ミ
さ
ん
が
十
一
月
二
十
三
日
、

浪
速
区
で
デ
ビ
ュ
ー
十
周
年
ラ

イ
ブ
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
京
大
陸

元
町
ブ
ル

ー
ス

火
の
鳥

な
ど
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
を
は
じ
め
、ラ
テ
ン

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
か
ら

そ
の
名

は
フ
ジ
ヤ
マ

ア
ド
ー
ロ
、映

画
音
楽
か
ら

ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー

ザ
ー
・
愛
の
テ
ー
マ

な
ど
を

東京大陸 やラテンナン
バーを歌う川奈ルミさん

ん
だ
こ
と

少
女
期
に

ド
ベ

タ

と
言
わ
れ
な
が
ら
三
先
公

園
で
練
習
し
た
こ
と

な
ど
港

区
の
思
い
出
も
語
り
ま
し
た
。

デ
ビ
ュ
ー
以
来
の
フ
ァ
ン
だ

と
い
う
女
性
（
港
区
）
は

歌

の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。

紅
白
に
も
ぜ
ひ
出
て
ほ
し
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

川
奈
ル
ミ
さ
ん
は
本
名
小
牧

ル
ミ
子
。中
学
時
代
に
ラ
テ
ン
、

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
に
魅
せ
ら
れ
高

校
卒
業
後
上
京
。
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
な
ど
で
歌
う
。
作
曲
家
の
故

朝
月
廣ひ

ろ

臣お
み

氏
に
師
事
。
平
成
十

二
年

湖こ
し

愁ゅ
う

記

で
デ
ビ
ュ
ー
。

仲
良
し
会
パ
ー
テ
ィ
大
賑
わ
い

社
交
ダ
ン
ス
愛
好
グ
ル
ー
プ

仲
良
し
会

が
呼
び
か
け
る

毎
秋
恒
例
の
パ
ー
テ
ィ
が
十
一

月
十
四
日
、
港
近
隣
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
四
回
目
。

ワ
ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
な
ど
の
ス

テ
ッ
プ
を
熱
く
軽
や
か
に
踏
む

カ
ッ
プ
ル
。
赤
シ
ャ
ツ
姿
で
溌は

っ

剌ら
つ

と
民
踊
に
興
じ
る
女
性
連
。

カ
ラ
オ
ケ
の
マ
イ
ク
に
情
感
を

込
め
る
老
若
男
女

。
朝
か
ら

夕
方
ま
で
、
歌
や
踊
り
を
心
か

ら
楽
し
む
参
加
者
の
生
き
生
き

し
た
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

門も
ん

口ぐ
ち

光
子
代
表
（
港
晴
）
は

社
交
ダ
ン
ス
愛
好
家
と
し
て
長

年
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
催
し
も
そ
の
一
つ
。

今
日

は
秋
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し

て
頂
き
ま
し
た
。
レ
ッ
ス
ン
に

も
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い

。

レ
ッ
ス
ン

ダ
ン
ス
（
藤
井

信
二
講
師
）
は
水
・
土
曜
午
後

一

三
時
港
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
。
民
踊
（
山
本
恵
美
子
講
師
）

は
水
曜
午
後
七
時
半

九
時
港

近
隣
セ
ン
タ
ー
。

〇
九
〇

四
二
八
三

四
七
四
七
門
口
。

藤
井
氏
と
門
口
代
表
に
よ
る

華
麗
な
ワ
ル
ツ
の
ス
テ
ッ
プ

西
田
氏
と
サ
キ
さ
ん
に
よ
る
情

熱
的
な
タ
ン
ゴ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

藤かほりさん

●
三
先
出
身
の
歌
手
・
香
西
か

お
り
さ
ん

十
二
月
二
十
四
日

（
金
）
新
歌
舞
伎
座
で

細
川

た
か
し
・
香
西
か
お
り
コ
ン
サ

ー
ト

春
陽か

げ

炎ろ
う

愛あ
い

憐れ
ん

歌か

（
い
で
は
く
作
詞
、
鈴
木
淳
作

曲
）
好
評

か
お
り
倶
楽
部

●
波
除
在
住
の
歌
手
・
藤
か
ほ

り
さ
ん

十
一
月
十
四
日
の
関

西
演
芸
協
会
六
十
周
年
ま
つ
り

で

男
の
夢
十
二
代

か
ほ

り
の
祝
い
太
鼓

を
歌
っ
た

十
二
月
十
八
日（
土
）道
頓
堀
ホ

テ
ル
で
開
催
の
杉し

俊ゅ
ん

一い
ち

デ
ィ
ナ

ー
シ
ョ
ー
に
ゲ
ス
ト
出
演
予
定

十
二
月
二
十
一
日（
火
）十
一

時
半
港
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

の
年
忘
れ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
港

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
）

に
ゲ
ス
ト
出
演
予
定

六
五

八
二

一
二
四
一
藤
企
画
。

桐田勝治さん

ペドロさん

●
八
幡
屋
出
身
の
ロ
ッ
ク
ド
ラ

マ
ー
桐き

り

田た

勝か
つ

治じ

さ
ん

一
月
八

日
（
土
）
十
八
時
半
か
ら
神
戸

ヴ
ァ
リ
ッ
ト
（

〇
七
八

三

九
二

六
六
五
五
）
で
ガ
ー
ゴ

イ
ル
の
ラ
イ
ブ

十
二
月
十
四

日
（
火
）
十
九
時
な
ん
ば
ハ
ッ

チ
で
ザ
・
ク
ロ
マ
ニ
ヨ
ン
ズ
の

ラ
イ
ブ
（

六
三
五
七

四
四

〇
〇
サ
ウ
ン
ド
ク
リ
エ
ー
タ

ー
）

十
二
月
二
十
九
日
（
水
）

十
二
時
か
ら
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
で
ザ
・
ク
ロ
マ
ニ
ヨ
ン
ズ
の

ラ
イ
ブ
出
演
（

七
七
三
二

八
七
八
七
公
演
事
務
局
）
。

●
三
先
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手
ペ
ド

ロ
さ
ん

一
月
二
日
（
日
）
二

十
一
時
か
ら
ラ
ジ
オ

第

２

新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル

共
に

生
き
る

に
切
断
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

と
し
て
出
演
。

切
断

時

が
過
ぎ
て
も

や
ト
ー
ク
。

香西かおりさん

町
（
伯
方
島
）
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
父
親
が
島
か
ら
島
へ
の
客

船
乗
務
員
だ
っ
た
事
な
ど
か
ら

船
が
何
よ
り
好
き
で
し
た
が
、

乗
る
よ
り
造
る
の
が
好
き
や

っ
た

そ
う
で
す
。
広
島
県
の

高
校
の
造
船
科
を
卒
業
。
造
船

所
に
就
職
し
、船
の
組
立
修
理

に
携た

ず

わさ

っ
た
後
、
三
十
歳
で
大

阪
に
出
、
船
尾
周ま

わ

り
品
を
手
が

け
る

榎
商
事
に
入
社
。
五
十

歳
で
分
離
独
立
し
、現
社
名
と

し
ま
し
た
。
現
在
の
ス
タ
ッ
フ

は
村
上
さ
ん
を
中
心
に
、
作
業

員
三
人
を
含
む
計
六
人
で
す
。

◆
悲
喜
交
々
を
乗
せ
て

仕
事
の
中
で
嬉
し
い
の
は
、

（
修
理
し
た
船
が
）
う
ま
く

走
っ
た

な
ど
の
声
を
聴
い
た

時
。
逆
に
辛つ

ら

い
の
は
、
手
が
け

た
船
が
海
難
事
故
な
ど
で

沈

没
し
た

な
ど
の
知
ら
せ
。
数

年
前
に
大
阪
で
タ
グ
ボ
ー
ト
が

沈
ん
で
船
主
が
亡
く
な
っ
た
時

は
、

修
理
に
来
ら
れ
た
時
の

顔
が
思
い
出
さ
れ
て
仕
方
な
か

っ
た

と
い
い
ま
す
。

加
え
て
辛
い
の
は
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
不
況
。
護
岸

工
事
減
少
で
作
業
船
が
海
に
出

な
く
な
っ
た
こ
と
、
フ
ェ
リ
ー

が
危
機
に
あ
る
こ
と
も
苦
境
に

追
い
打
ち
を
か
け
ま
す
。

そ
う
し
た
悲
喜
交こ

も

々ご
も

を
乗
せ

て
続
け
て
き
た
プ
ロ
ペ
ラ
修

理
。
造
船
業
界
に
少
し
は
貢
献

で
き
た
か
な

と
い
う
自
負
が

村
上
さ
ん
に
は
あ
り
ま
す
。
同

業
者
が
少
な
い
こ
の
業
界
で
う

ち
が
や
め
る
と
た
ち
ま
ち
困
る

人
が
沢
山
い
ま
す
。
辛
抱
し
て

（
笑
）続
け
て
い
く
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。そ
う
語
る
村
上
さ
ん
の

目
に
は
、
少
年
時
代
に
ロ
マ
ン

を
育は

ぐ

んく

だ
瀬
戸
の
穏
や
か
な
海

が
映
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

榎
マ
リ
ン
プ
ロ
ペ
ラ

弁

天
六

一

一
三
、

六
五
七

四

二
二
六
一
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
社
名
で
検
索
可
。

こ
と
が
必
須
で
、
方
法
に
は

エ
ッ
ジ
修
整
法

プ
ロ
ペ
ラ
の

角か
ど

を
削
る

ダ
イ
ヤ
カ
ッ
ト
法

プ
ロ
ペ
ラ
の
径
を
小
さ
く
す

る

ピ
ッ
チ
修
正
法

羽
根
の

角
度
を
緩
く
し
て
ピ
ッ
チ
（
一

回
転
で
進
む
距
離
）
を
減
ら
す

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ト

ル
ク
リ
ッ
チ
の
度
合
い
に
応
じ

て
施ほ

ど

すこ

の
で
す
。

◆
鳴
音
対
策
も
不
可
欠

ま
た

鳴め
い

音お
ん

対
策

も
船
の

正
常
運
航
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

鳴
音
と
は
プ
ロ
ペ
ラ
の
不
調
に

よ
る

グ
ワ
ン
グ
ワ
ン

と
い

う
音
。
プ
ロ
ペ
ラ
の
曲
が
り
や

歪ゆ
が

み
が
水
の
流
れ
を
阻
害
す
る

こ
と
で
生
じ
ま
す
が
、
羽
根
の

裏
側
を
削
る
な
ど
し
て
水
の
流

れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
や
る

と
、
音
は
出
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
技
術
で
も
同
社
は

他
社
の
追
随
を
許
さ
な
い
実
績

を
築
い
て
い
ま
す
。

◆

船
が
好
き
や
っ
た

村
上
さ
ん
は
昭
和
二
十
三

年
、
造
船
の
町
、
愛
媛
県
伯は

か

方た

チ
対
策

で
す
。
ト
ル
ク
リ
ッ

チ
と
は
、

毎
分
一
五
〇
〇
回

転

な
ど
プ
ロ
ペ
ラ
を
回
す
エ

ン
ジ
ン
の
力（
ト
ル
ク
）が
年
々

弱
く
な
る
こ
と
。
ど
の
船
に
も

避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
す
。

そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
エ
ン

ジ
ン
の
負
担
を
軽
く
し
て
や
る

一
般
修
理
と
共
に
同
社
が
誇

る
、
船
舶
の
正
常
運
航
を
守
る

た
め
の
諸
対
策
に
迫
り
ま
す
。

◆
ト
ル
ク
リ
ッ
チ
対
策

そ
の
一
つ
が

ト
ル
ク
リ
ッ

ヨ
ッ
ト
か
ら
大
型
フ
ェ
リ
ー

ま
で
あ
ら
ゆ
る
船
の
プ
ロ
ペ
ラ

修
理
を
手
が
け
る
榎え

の

マき

リ
ン
プ

ロ
ペ
ラ
。
前
号
で
は
代
表
取
締

役
の
村
上
始は

じ

さめ

ん
か
ら
様
々
な

修
復
技
術
を
見
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
そ
う
し
た

培った技を磨い
て造船業界に貢献
していきたい と
語る村上さん（後
ろは納品を待つ修
復済みプロペラ）

プ
ロ
ペ
ラ
修
理

プ
ロ
ペ
ラ
修
理

榎
マ
リ
ン
プ
ロ
ペ
ラ

代

表

取

締

役

村
上

始
さ
ん

（
弁
天
６
丁
目
、

歳
） 下下

無残な欠損プロペラ と損
傷を修復されたプロペラ


